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まず、データ提供は義務ではなく
自由意志にて公開可能な内容で行うものです

「データ登録あり」は、第三者に提出データが公開されます。
秘密にしたい場合は「データ登録なし」でARIMをご利用下さい。
但し、割高の利用料になります。

データ提供のARIM利用者のメリット

１．日々の実験記録を、測定データとセットで整理でき、
研究チーム内のノウハウ伝承、支援員との情報伝達が確実になる。

２．構造化データは軽量なテキストベースのフォーマットになり
専用ソフト無しでデータ閲覧可（構造化プログラムが順に整備される）。

３．研究チームはUSBメモリ等を介さずクラウド経由でデータをやりとり。

参）北海道⼤学創成研究機構ナノテク連携研究推進室資料



保存フォルダの構成と提供頂くデータ

課題番号の
フォルダ名

JPMXP1223
TT00##
受付時の番号
を確認下さい

本学の、データ蓄積サーバ
（データ提出ノートPC）に用意

装置利用者が、装置近辺にある
データ提出ノートPCを利用して保存

資料 デ基4-7 2021.12.22から

FDLファイルに課題番号等を書き込んで、データ提供有の利用者に事前送付。
コツ：実験前にサンプル材料等の情報記入を済ませておくと効率的。

DATA 親

フォルダ名は
日付と内容説明
（例：20231228表加工）

子

子

子

微細加工ARIM共通
Fabrication Data Log 
(FDL) 手入力Excelファイル

フォルダごとにデータ登録される

.jpgファイル等

測定データ群

利用者は測定データ群とFDLを保存
FDLが無ければ提出意志無しと判断



FDLファイルに入力すれば必須項目が揃う仕組み

コツ：FDLファイルに予め入力、実験待ち時間に入力すると効率的
測定ファイル名を決めておき、装置にダミーファイル保存しておくのが便利

注意：FDL内のシート名、項目は勝手に編集してはいけません

該当シートの

データ入力する列
の上（2行目）に

「＊」を入力。別の
データと「＊」が混
じらないこと。

左に「＊」が片
方でもある項目
は入力必須。

本学参考値
（ピンクの列）

本データ名が
後のRDEで
利用される

シート名は固定

項目は固定で編集NG



データ登録と登録先RDE（ｸﾗｳﾄﾞ上のｼｽﾃﾑ）

管理者

装置利用者

代理（依頼を受けた場合）

データ
登録

参照

登録

・・・・・

FDLのシート名

と同じテンプ
レートを選択

Process flow テンプレート

データセット：23TT00##
_Process flow

データ名：SENSOR_A_202304

1 工程名：Sputter
1 データ名：SPUT20230409-1

2 工程名：Lithography
2 データ名：LITHO20230413-1

・
・
・

IntelliSuite
データ

Lithography テンプレート

データセット：23TT00##_Lithography
データ名：LITHO20230413-1
装置名：マスクアライナ
レジスト：AZ1500 38cp t2µm

・・・

登録

管理者
利用者

登録後は、自分達の
データだけが見える
エンバーゴ期間

グループ名 JPMXP1223TT00**

参照

Process flow Sputter Lithography

データ名：*** データ名：***データ名：***
・・・

FDLファイルの存在と内容
を読み取り、RDE所定欄に

自動入力される。登録後
は構造化が開始。

研究チーム

研究チーム

データセット：同上
データ名：***

データセット：同上
データ名：&&&

データセット：23TT00##_Sputter              
データ名：SPUT20230409-1

Sputter テンプレート

グループ名 JPMXP1223TT00##

チーム
メンバ

装置名：金属スパッタ
材料1：Al
膜厚1：100nm ・・・



エンバーゴ期間終了まで２年
RDE上のデータが公開されて良いかを、確認する期間。
この間に研究チーム管理者は、問題無い状態にして下さい。

構造化データ
（登録データを
形 式 統 一 や 、
データセットの
形に集約）

非共用
（登録者と、登
録者が許可した
人のみ利用可）

広域シェア
（広範囲のデータ
利用者が利用可）

第三者による
データ利用

原則2年：データ開設
日から２年後の日が属
する年度の最終日

申請により、期間延長が認められる場合があります。

細部のご質問はお問合せ下さい。

提出データ

研究チーム管理者

一部削除
など編集

登録


